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1 はじめに

　ナンバープレート（ 自動車登録番号票） の識別に関して

は， これまでに多く の研究がなされている [1]． このよう

な多く の研究は， 特定の照明下， 制限された車速， 定常な

背景という条件下のものである．

一方， 防犯ビデオ画像のナンバープレート 数字（ 車両登

録番号） の識別が望まれている． しかし ， 防犯カメラなど

で撮影されたナンバープレート 数字は， 数字当たり 縦4，

横2画素程度の画素数しかないことが多く ， 従来の十分な

解像度と撮影条件を前提とした識別方法では， 識別は困

難である．

低解像度ナンバープレート 数字の識別方法として， 吉川

ら [2]は， ファジー推論を用いた低解像度ナンバープレー

ト 数字の識別方法を提案している ． 吉川らの方法は， 低

解像度では識別の難しい「 0」 ,「 1」 ,「 8」 の識別を行わず，

同一のカテゴリ ー「 0,1,8」 として識別を行う ものであり ，

全てのナンバープレート 数字を識別するという 要望を十

分に満たしていない． 一方， 藤田ら [3]は， 低解像度ナン

バープレート 数字に特化した識別法として， 数字のモー

メント 特徴量（ 縦， 横のゆがみ， 偏平度など） を用い， ベ

イズ識別する方法を提案し ， 吉川らの研究で， 同一カテゴ

リ ーとしていた「 0,1,8」 についても ， 識別が可能である

ことを示した．

　本研究は， 特徴量として， 対象の低解像度ナンバープ

レ ート 数字画像の画像ベク ト ルと 固有ベク ト ル(Eigen

Number)との内積を用い， ベイズ識別により 識別する方

法を提案する ． なお， 本研究では． ベイズ識別によって

得られた事後確率の高い方から第三候補内に， 本来の数

字があることを目標とする．
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2 ナンバープレート 数字の低解像度化モデル

2.1 原画像の低解像度化

低解像度化画像{x̃m,n}は， 次式により 原画像{xm,n}を

低解像度化したものであると仮定する ． ここで， Wは解

像度を何分の一にするかという ファクタである．

x̃m,n =
1

W 2

W−1
∑

k=0

W−1
∑

l=0

x[(m−m0)/W ]W+k,[(n−n0)/W ]W+l

(1)

2.2 平滑化画像

画像の観測過程のモデルとして， 平滑化を考慮するこ

とにより ， 低解像度画像を拡大した際のぼけた画像に対

応する画像を ， 観測画像と仮定する ． 具体的な平滑化過

程を ， 次式で仮定する．

x̂m,n =
∑

(k,l)

bk,lx̃m−k,n−l (2)

bk,l =

∫ k+ 1

2

k− 1

2

∫ l+ 1

2

l− 1

2

b(u, v)dudv (3)

b(u, v) =

{

1
πr2 , u2 + v2 ≤ r

0, elsewhere
(4)

ここで， b(u, v) は円筒関数であり ， {bk,l} はその円筒関

数を離散化した平滑化フィ ルタを表す点拡がり 関数であ

り ， rは平滑化の程度を表す円筒関数の円の半径である ．

原画像を式(1)によりW = 8で低解像度化した後， 式(2)に

より r = 4で平滑化した画像を ， 図1に示す．

3 識別

　識別対象画像として， 観測画像{x̂m,n}を ， 総和が１ と

なるよう に正規化した後， 重心が画像中央になるように画

像全体をシフト した正規化低解像度画像{x̃′

m,n}を用いた．

3.1 Eigen Number

正規化低解像度化画像{x̃′

m,n}の画素を辞書式に並べた

画像ベクト ルをxと定義する．画像ベクト ルx の自己共分

散行列Rkの固有方程式から求められた固有ベク ト ルuk
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図1 低解像度化平滑化画像(W = 8, m0 = n0 = 0, r = 4)

u0 u1 u2 u3 u4 u5 u6 u7

図2 Eigen Number

をEigen Numberと呼ぶ． 本研究で求めたEigen Number

の一部を図2に示す

3.2 特徴量

画像ベクト ルxと Eigen Number uk の内積から特徴量

Ck を求める．

Ck =
1

λk
u
T
k (x− µx) (5)

ここで， µxは画像ベクト ルxの平均ベクト ルであり ， λk

は自己共分散行列Rkの固有値である． Eigen Number uk

によって求められた特徴量 Ck のう ち ， 固有値の大きい

順に対応する特徴量K個を用いてベイズ識別を行う ．

4 計算機シミュレーショ ン結果

　本提案法を評価するために， 識別の計算機シミ ュレー

ショ ンを行った． 各数字に対して， W = 8と して低解像

度ナンバープレート 数字を 64枚作成し ， 識別実験を行っ

た結果を表1に示す．

　また， 実際に遠方から撮影したナンバープレート 数字

画像「 9173」 及び「 4685」（ 図3） に対して， 本提案法を用

いて識別を行った結果の各数字の尤度を表2,3に示す．

表1 識別シミ ュレーショ ン結果(第一候補)

識別結果
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

0 51 0 0 0 0 0 0 0 13 0
1 0 56 0 0 0 0 0 0 8 0
2 0 0 63 1 0 0 0 0 0 0
3 1 0 3 51 0 0 0 1 0 8
4 0 0 0 0 52 0 12 0 0 0
5 0 0 0 0 0 63 0 0 0 1
6 0 0 0 0 6 0 58 0 0 0
7 0 1 0 2 0 0 0 61 0 0
8 0 2 0 9 0 0 0 0 64 0
9 0 0 0 0 0 5 0 0 0 59

(1) 「 9173」 (2) 「 4685」

図3 実画像

表2 “9”,“1”,“7”,“3”の識別結果の尤度

“9” “1” “7” “3”

0 0.000 0.000 0.000 0.000
1 0.001 1.000 0.000 0.224
2 0.000 0.000 0.000 0.000
3 0.000 0.000 0.000 0.776
4 0.000 0.000 0.000 0.000
5 0.995 0.000 0.000 0.000
6 0.000 0.000 0.000 0.000
7 0.000 0.000 1.000 0.000
8 0.000 0.000 0.000 0.000
9 0.004 0.000 0.000 0.000

表3 “4”,“6”,“8”,“5”の識別結果の尤度

“4” “6” “8” “5”

0 0.000 0.000 0.309 0.000
1 0.000 0.017 0.007 0.000
2 0.000 0.000 0.000 0.000
3 0.000 0.000 0.002 0.002
4 1.000 0.000 0.579 0.000
5 0.000 0.000 0.000 0.979
6 0.000 0.983 0.001 0.000
7 0.000 0.000 0.000 0.000
8 0.000 0.000 0.102 0.000
9 0.004 0.000 0.000 0.018

5 まとめ

　本提案法を用いることで， 低解像度ナンバープレート 数

字を絞り 込むが可能と考えられた． 今後は， 実際の観測

画像についてさらに識別実験を行う とともに， 正面以外

から撮影されたナンバープレート 画像に対して， 画像の

幾何学変換を行う前処理について研究を行う予定である．
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